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補
正
予
算
五
百
万
円
可
決

　
　
　
　
失
保
、
健
保
に
関
す
る
請
願
採
択

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
八
　
七
、
一
時
借
人
金
利
子
二
〇
、

　
　
　
　
　
　
日
開
か
れ
た
松
復
輿
祭
関
係
一
二
、

　
　
　
　
　
　
之
山
町
定
例
議
　
国
民
健
康
保
険
会
計

　
　
　
　
　
　
会
は
、
　
一
般
会
　
　
中
央
診
療
所
備
品
三
三
、
同

　
　
　
　
　
　
計
補
正
予
算
を
　
診
療
所
賃
金
三
六
、

　
　
　
　
　
　
審
議
、
原
案
ど

　
　
　
　
　
　
お
り
承
認
し
た
　
　
十
二
月
定
例
議
会
に
提
出
さ

　
　
　
　
　
　
ほ
か
、
別
項
の
　
れ
採
択
さ
れ
た
請
願
の
要
旨
は

請
願
三
件
を
採
択
し
、
土
木
お
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

よ
び
社
会
厚
生
委
員
会
に
そ
れ
　
　
一
、
町
道
の
昇
格
に
つ
い
て
、

ぞ
れ
附
託
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
光
間
～
坂
下
地
内
に
通
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
道
を
町
道
に
格
上
げ
し
て

　
昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
　
　
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
松

予
算
で
補
．
正
追
加
さ
れ
た
主
な
　
　
之
山
部
落
総
代
ほ
か
二
名
か

事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
　
ら
提
出
さ
れ
、
山
岸
政
栄
議

　
松
之
山
教
員
住
宅
附
帯
設
備
　
　
口
塁
伊
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
い

二
〇
（
単
位
万
円
）
湯
本
ゴ
ミ
　
　
ま
し
た
。

焼
却
炉
助
成
二
〇
、
入
会
林
野
『
二
、
失
業
保
険
制
度
の
改
悪
に

整
備
事
業
二
六
、
町
道
敷
砂
利
　
反
対
し
、
安
定
し
た
仕
事
と
、

三
〇
、
除
雪
ブ
ル
借
上
八
○
、
　
失
業
中
の
生
活
保
障
を
要
求
す

浦
田
あ
み
だ
堂
橋
請
負
三
〇
、
　
る
請
願
に
つ
い
て
。

農
免
道
路
測
量
費
（
天
水
越
）
　

二
、
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
に

－
六
二
、
消
防
自
動
車
附
属
品
一
、
反
対
し
、
国
民
の
健
康
を
保
障

覇鑛

　
　
職
業
短
期
訓
練
所

　
　
は
じ
ま
る

　
中
高
年
A
暑
を
対
象
と
し
た

職
業
短
期
訓
練
所
第
六
回
の
開

所
式
は
一
月
八
日
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
と
し
の
訓
練
生
は

天
水
島
高
橋
重
幸
（
四
九
）
ほ

か
十
四
名
で
三
月
三
十
一
日
ま

で
訓
練
を
う
け
ま
す
。

し
、
農
村
労
働
者
に
も
れ
な
く

旦
雇
健
保
を
適
用
、
給
付
の
改

善
を
求
め
る
要
請
に
つ
い
て
。

　
以
上
二
件
は
、
松
之
山
農
村

労
組
（
福
墨
・
）
ほ
か
五
団
体
の

提
出
に
よ
る
も
の
で
、
滝
沢
重

介
議
員
が
、
趣
旨
の
説
明
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

正
月
帰
省
三
五
〇
人

　
　
　
　
東
京
、
名
古
屋
か
ら

　
家
中
の
顔
が
揃
っ
た
お
正
月

を
と
、
出
稼
者
の
帰
省
バ
ス
は

非
常
に
好
評
で
、
年
毎
に
申
込

者
は
増
加
し
、
町
の
明
る
い
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
帰
省
者
は
、
二
十

九
日
と
三
十
一
日
を
あ
わ
せ
て

三
百
五
十
一
名
で
、
東
京
か
ら

二
百
八
十
八
名
、
名
古
屋
か
ら

六
十
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
貸
切
バ
ス
は
全
部
で
九
台

で
し
た
。

12月29日松之山で正月帰省

・
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
噸
　
　
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
重
孝

　
町
民
の
皆
様
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
中
は
公
私
共
に
格
別
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
変
り
な
い
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
り
み
て
、
昨
年
は
、
昭
和

三
十
七
年
以
来
、
町
民
の
皆
々

様
と
共
に
一
日
も
忘
却
す
る
こ

と
な
く
憂
慮
し
つ
．
づ
け
て
き
ま

し
た
あ
の
大
地
す
．
べ
り
に
一
応

の
終
止
符
を
う
つ
、
べ
く
、
そ
し

て
町
勢
躍
進
へ
一
層
の
鋭
気
を

培
う
、
べ
く
復
興
祭
を
挙
行
い
た

し
ま
し
た
。
町
、
部
落
の
各
役

職
の
方
々
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
方
か
ら
は
、
挙
げ
て
こ
の

祭
典
が
成
功
す
る
た
め
多
大
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
松
之
山
町

有
史
以
来
の
催
し
と
し
て
極
め

て
盛
会
裡
に
挙
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
重
ね
て
衷
心
よ
り
深

謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
県
単
山
村
振
興
事
業
に

っ
き
ま
し
で
、
も
、
関
係
機
関
の

ご
指
導
の
も
と
地
元
各
位
の
御

理
解
に
よ
っ
て
、
極
め
て
効
果

的
に
着
手
で
き
た
こ
と
も
特
筆

す
、
べ
き
も
の
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
新
し
い
年
は
、
財
政
の

一
層
の
硬
直
化
に
加
え
て
、
社

会
文
明
の
進
歩
に
と
も
な
い
、

無
雪
道
路
化
、
鉄
道
誘
致
の
問

題
、
老
朽
校
舎
の
近
代
化
、
保

育
所
の
整
備
な
ど
、
町
民
の
皆

様
の
要
望
は
↓
層
高
ま
っ
て
お

り
、
松
之
山
町
が
近
代
社
会
に

互
し
て
ゆ
く
上
に
、
ど
れ
も
極

め
て
重
要
な
こ
と
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。

　
反
面
、
食
糧
管
理
制
度
の
改

革
の
情
勢
や
、
人
口
流
出
の
こ

と
な
ど
、
町
が
置
か
れ
て
い
る

客
観
的
な
条
件
は
決
し
て
生
や

さ
し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

　
新
年
に
当
り
意
を
新
に
し
て

こ
れ
ら
諸
問
題
に
と
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
町
民
の
皆
様
の
旧
に

倍
し
た
ご
協
力
と
御
べ
ん
た
つ

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
共
に
新
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
も
一
層
幸
せ
な
恵
ま
れ
た
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
て
、
新
年
の
．
こ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

三
十
一
日
は
午
前
九
時
半
近
く

七
台
の
バ
ス
が
松
之
山
郵
便
局

前
に
到
着
。
み
ん
な
明
る
く
元

気
で
下
車
し
、
町
長
助
役
か
ら

出
迎
え
の
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。

古
同
A
－
者
に

　
　
　
　
座
イ
ス

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
仕
事

と
し
て
、
在
町
高
A
暑
に
そ
れ

ぞ
れ
座
イ
ス
を
各
一
個
贈
り
お

年
寄
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
又

長
期
入
院
者
や
身
障
児
施
設
等

の
歳
末
慰
問
を
し
ま
し
た
。

　
勿
論
こ
の
資
金
は
町
内
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
協
議

会
の
会
費
と
「
赤
い
羽
」
募
金

の
一
部
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
新
民
生
委
員

　
　
　
　
き
ま
る

　
去
る
十
一
月
末
、
前
の
委
員

の
任
期
が
終
っ
た
の
で
、

厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
新

し
い
民
生
委
員
が
き
ま
り
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
民
生
委

員
は
生
活
上
の
問
題
を
は
じ
め

旧
生
里
の
問
題
等
心
配
ご
と
な
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
　
　
に
　
じ

｝
て
く
れ
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
御

相
談
下
さ
い
。
民
生
委
員
と
そ

天
院
出
淺
相
瀞
裟

　
　
　
　
　
牛
炎
簗
，
療
所

鍵
膣
、

　
松
之
山
に
も
う
一
人
の
お
医

者
さ
ん
が
ほ
し
い
と
い
う
町
民

の
願
望
に
こ
た
え
て
中
央
診
療

所
に
倉
田
先
生
が
赴
任
さ
れ
て

か
ら
半
年
。
十
一
月
六
日
今
ま

で
地
す
、
べ
り
の
た
め
仮
診
療
所
・

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
よ
う
や

く
、
新
装
の
中
央
診
療
所
に
移
　
．

転
、
二
十
七
日
に
は
入
院
出
産

第
一
号
が
め
で
た
く
誕
生
し
ま

し
た
。

　
第
一
号
の
松
之
山
浦
部
ス
マ

子
さ
ん
（
旧
姓
滝
沢
）
は
、
長

女
の
勝
美
さ
ん
（
一
ヵ
月
）
と

一
共
に
至
極
元
気
で
「
松
之
山
で

入
院
出
産
で
き
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
は
じ
め
は

松
代
か
、
十
日
町
に
で
も
行
か

な
け
れ
ば
と
心
配
で
し
た
が
、

親
の
も
と
で
間
に
あ
う
な
ん
て

ほ
ん
と
う
に
有
難
か
っ
た
」
と

よ
ろ
こ
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
中
央
診
療
所
で
は
、
引
き
続

き
、
十
二
月
三
日
丸
山
シ
ズ
さ

ん
（
藤
倉
）
十
二
月
十
四
日
高

沢
マ
サ
子
さ
ん
（
上
湯
）
十
二
月
十

．
六
日
小
野
塚
チ
エ
子
さ
ん
（
中
坪

）
と
こ
の
と
こ
ろ
入
院
出
産
が

相
つ
い
で
い
ま
す
。
写
頁
は
新

築
さ
れ
た
中
央
診
療
所
と
第
一

号
の
浦
部
ス
マ
子
さ
ん
親
娘
）

　
　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

の
担
当
区
域
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

松
之
山
兎
口
光
間
賜
村
山
政
太

郎
、
新
山
大
荒
戸
睦
山
岸
軍
平

、
水
梨
小
谷
“
和
久
井
広
吉
、

下
川
手
上
川
手
韮
心
賀
シ
、
．
ス
、

湯
山
“
村
山
二
一
、
湯
本
”
福

原
庚
造
、
天
水
越
”
佐
藤
重
竜

、
天
水
島
中
坪
⊥
口
同
橋
友
市
、

藤
倉
東
川
”
小
野
塚
辰
平
、
中

尾
闘
樋
口
彦
市
、
上
エ
ビ
池
下

エ
ビ
池
”
大
見
徳
次
郎
、
五
十

子
平
坪
野
赤
倉
東
山
”
村
山
り

き
、
藤
原
黒
倉
曽
根
”
布
施
庸

平
、
新
田
上
の
山
湯
の
島
h
丸

林
学
、
中
立
山
田
麦
立
闘
石
塚

清
丸
、
　
月
池
坂
山
山
朋
田
闘
早
川

キ
ヨ
、
樋
田
北
浦
田
西
之
前
翻

早
川
竜
治

の
ク
　
ク
　
の
　
ク
　
ク
　
ク
　
ク
　
タ
　
ゆ
　
の
　
ク
　
グ

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
二
十
才
以
上
の
男
r
な
ら
ど

　
な
た
も
受
験
で
き
ま
す
。

　
申
込
者
は
役
場
職
業
係
へ

一
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覧
　
噛
　
覧
　
竃
周

　
雪
道
の
一
人
歩
き
は

キ
ケ
ン
で
す
。
登
校
、

下
校
は
必
ず
集
団
で

ρ
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写
真
は
中
央
診
療
所

礎
樫

　
議
長
　
　
村
山
政
光

　
副
議
長
　
　
佐
藤
五
良
治

　
総
務
文
（
長
）
高
沢
　
佐
平

　
教
委
員
（
副
）
福
原
　
庚
造

　
△
∬
　
　
　
若
月
　
又
義

　
　
　
　
　
村
山
士
・
太
郎

　
　
　
　
　
南
雲
終
治

　
　
　
　
　
滝
沢
　
重
介

　
土
木
委
（
長
）
佐
藤
　
大
治

　
ヌ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
対
閣
顯

　
　
　
　
㎝
－
、
吻

　
　
　
　
．
一
勿

「
な
っ
と
く
で
，

き
な
い
」
「
相
談

　
し
た
い
」
こ
と
は

　
農
業
の
こ
と
か
ら
、
農
協
、

農
業
共
済
、
生
活
保
護
、
失
業

保
険
、
年
金
、
戸
籍
、
交
通
安

全
、
水
道
、
衛
生
、
電
気
、
た

ば
こ
、
塩
、
バ
ス
、
電
信
、
電

話
、
教
育
、
給
食
、
学
校
寄
付

金
、
保
育
所
、
選
挙
、
防
犯
な

ど
、
お
よ
そ
公
の
仕
事
と
見
ら

れ
る
一
切
の
こ
と
に
つ
い
て
、

「
な
く
と
く
で
き
な
い
」
　
「
改

め
て
も
ら
い
た
い
」
　
「
相
談
し

た
い
」
こ
と
が
あ
り
ま
し
よ
う

が
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
御
相
談
下

さ
い
。

　
松
之
山
町
で
は
教
育
長
の
南

雲
藤
九
郎
さ
ん
（
西
之
前
）
が

行
政
相
談
委
員
と
し
て
皆
様
の

相
談
相
手
を
さ
れ
ま
す
。

　
電
話
で
も
手
紙
で
も
結
構
で

す
。
名
前
を
出
し
た
く
な
い
人

内
容
を
知
ら
れ
た
く
な
い
人
に

は
そ
の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

南
雲
さ
ん
の
電
話
は

　
　
役
場
は
四
一
番

　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
で
す
ロ

文
化
財
を

　
　
　
　
大
切
に

砦
ぞ

　
　
　
　
　
山
岸
政
栄

産
業
委
（
長
）
小
野
塚
宣
二
郎

員
会
　
（
副
）
田
辺
　
一
夫

　
　
　
　
　
布
施
源
一
郎

　
　
　
　
　
相
沢
長
男

　
　
　
　
　
松
沢
保
雄

社
会
厚
（
長
）
樋
口
　
藤
夫

生
委
員
（
副
）
本
山
房
太
郎

会
　
　
　
樋
口
　
彦
市

　
　
　
　
　
村
山
　
正
民

　
私
達
の
郷
土
に
は
数
千
年
前

か
ら
住
ん
だ
と
思
わ
れ
る
先
住

民
族
の
遺
跡
（
石
器
、
土
器
）

が
各
所
で
発
見
さ
れ
、
歴
史
に

連
る
伝
説
や
多
く
の
古
城
跡
等

の
古
跡
が
ま
だ
未
解
明
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
郷
土
の
歴
史
と
生
活
文

化
の
推
移
を
知
る
上
に
貴
重
な

古
文
書
、
古
絵
図
や
仏
像
、
墓

石
、
陶
工
、
刀
剣
、
書
画
、
衣

類
な
ど
多
く
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
が
、
私
達
は
そ
の
文
化
財

の
価
値
に
気
付
か
ず
年
々
町
外

に
持
ち
去
ら
れ
た
り
或
は
破
損

散
逸
し
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

　
私
達
文
化
財
調
査
委
員
会
は

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
保
護
、
保

存
す
る
と
共
に
郷
士
の
新
し
い

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
古
い
文
書

や
器
物
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
文

化
財
調
査
委
員
に
連
絡
、
紹
介

さ
れ
、
こ
の
活
動
に
御
協
力
を

い
た
だ
ぎ
た
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

松
之
山
町
文
化
財
調
査
委
員
会

委
員
長
樋
口
藤
夫
（
兎
　
口
）

　
　
　
関
谷
哲
郎

　
　
　
　
　
（
松
之
山
中
教
諭
）

　
　
　
小
野
塚
正
（
藤
倉
）

　
　
　
村
山
定
男
（
高
校
主
任
）

　
　
　
山
岸
定
佐
久
（
新
山
）

　
　
　
滝
沢
正
泰
（
松
之
山
）

　
　
　
佐
藤
利
幸
（
天
水
越
）

　
　
　
佐
藤
卯
平
次
（
中
豆
山

事
務
所
　
　
教
夏
｝
貫
会

　
　
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

一87一
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鰯

浦
田
～
松
之
山
問
は
圧
雪
で

　
国
、
県
が
責
任
を
も
っ
て
除

雪
す
る
道
路
に
は
一
種
、
二
種

三
種
と
格
付
さ
れ
て
い
る
が
、

松
之
山
地
内
の
県
道
池
尻
～
湯

本
間
は
第
三
種
線
で
、
本
年
は

こ
の
区
間
が
更
に
東
川
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　
異
常
な
豪
雪
の
な
い
限
り
、

こ
の
区
間
は
毎
日
ブ
ル
ド
ー
ザ

　で

除
雪
が
お
こ
な
わ
れ
、
冬
の

』
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
　
浦
田
～
松
之
山
間
は

週
に
一
～
二
回
程
度
は
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
で
圧
雪
し
、
地
区
の
方

々
の
便
を
は
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
勿
論
小
雪
で
あ
れ
ば

除
雪
を
い
た
し
ま
す
。

　
県
が
定
め
て
い
る
各
線
の
格

付
目
標
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
種
脆
二
車
線
（
六
・
O
m
）

以
上
の
巾
員
確
保
を
原
則
と
し

異
状
な
降
雪
以
外
は
常
時
交
通

を
完
全
に
確
保
す
る
。

第
二
種
ー
二
車
線
（
五
・
五
～

六
・
O
m
）
巾
員
確
保
を
原
則

と
す
る
が
状
況
に
よ
っ
て
は
一

新に配置された雪上車（5人のり

、
車
線
（
四
・
O
m
）
巾
員
で
待

避
所
を
設
け
る
事
に
な
っ
て
も

止
む
得
な
い
も
の
と
す
る
。

』
第
三
種
”
一
車
線
（
三
、
五
～

四
・
O
m
）
巾
員
で
必
要
な
待

避
所
を
設
け
る
事
を
原
則
と
す

る
が
状
況
に
よ
っ
て
は
一
時
交

通
止
め
に
な
っ
て
も
や
む
を
得

な
い
も
の
と
す
る
。

雪上車、ジープの使用は急患、非常の場合

””1

　
か
ね
て
、
各

方
面
か
ら
役
場

に
入
っ
た
雪
上

車
や
．
シ
ー
プ
を

一
般
に
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
す

急
患
や
災
害

な
ど
非
常
の
場

合
に
は
役
場
へ

連
絡
し
て
下
さ

い
。

　
車
や
人
手
の

都
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
何
時

簿
舗
講
糠
承
ね
が
い
ま
す
．

交
通
事
故
は
史
上
空
前

死
亡
者
町
内
で
3
町
外
で
2

　
過
日
警
察
庁
か
ら
発
表
さ
れ

た
交
通
事
故
概
況
に
よ
る
と
四

十
三
年
九
月
ま
で
で
死
者
一
万

人
重
軽
傷
者
六
万
人
で
毎
日
二

千
人
か
ら
三
千
人
の
人
が
全
国

の
ど
こ
か
で
重
軽
傷
を
負
っ
て

い
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
内
で
も
同
期
で
二
百
人
が
死

亡
し
、
八
千
五
百
人
あ
ま
り
が

重
軽
傷
を
負
っ
て
、
毎
旦
二
十

人
以
上
が
重
軽
傷
を
負
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
十
二

月
末
の
発
表
は
出
て
い
ま
せ
ん

が
史
上
空
前
の
数
字
に
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

松
之
山
町
に
お
い
て
も
十
二
月

末
現
在
三
人
が
死
亡
し
重
傷
二

人
、
又
町
外
に
お
い
て
事
故
死

し
た
人
が
二
人
と
こ
れ
も
又
史

上
最
高
の
数
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

交
通
事
故
の
増
加
要
因
は
種
々

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
自
動

車
の
保
有
台
数
の
増
加
で
あ
り

ま
す
。
軽
四
輪
車
で
い
う
と
町

内
に
お
け
る
所
有
台
数
が
四
十

年
末
で
二
十
九
台
、
四
十
三
年

末
で
百
三
十
台
と
三
年
間
で
四

・
五
倍
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
道
路
の
交
通
安
全
施

設
の
お
く
れ
、
と
く
に
こ
の
地

方
で
は
カ
！
ブ
が
多
い
た
め
そ

の
対
策
が
急
か
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
も
ま
し
て
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
中
で
、
わ
き
み
運
転
、
酒
酔

　
米
の
統
制
を

　
　
　
外
す
な

　
「
こ
こ
は
稲
作
が
適
し
て
い
る

こ
の
ほ
か
に
は
無
い
か
ら
み
ん

な
真
剣
だ
。
」

　
　
「
統
制
が
と
れ
た
ら
、
ど
う

に
も
な
ら
ぬ
。
早
出
米
を
や
め

て
も
統
制
を
と
ら
な
い
で
も
ら

い
た
い
。
統
制
を
と
れ
ば
、
出

す
人
も
買
う
人
も
損
を
す
る
。

」
と
こ
こ
の
人
達
は
力
説
し
た

　
こ
こ
は
耕
う
ん
機
が
少
い
が

タ
ン
ボ
ま
で
は
耕
う
ん
機
が
行

か
な
い
。
そ
れ
で
牛
を
使
っ
て

い
る
。
　
「
上
え
び
池
の
牛
は
す

べ
て
役
牛
で
す
。
肥
育
は
だ
め

だ
し
子
と
り
も
だ
め
で
す
ね
」

「
魚
沼
の
方
へ
の
道
が
ほ
し
い

　
こ
の
ほ
か
に
聞
い
た
こ
と
は

、
こ
の
部
落
で
は
上
納
は
夜
に

し
て
い
ま
す
。
出
す
人
も
集
め

る
人
も
そ
の
方
が
い
い
の
で
」

　
「
若
い
者
を
ひ
き
と
め
る
に

は
農
休
日
が
必
要
だ
と
思
う
が

農
休
日
ど
こ
ろ
か
祭
で
さ
え
休

　　繋轄

い
運
転
、
無
理
な
追
越
し
な
ど

運
転
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
特
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
昭
和
四
十
一
年
五
月
か
ら
新

潟
県
安
全
運
転
管
理
者
協
会
と

い
う
も
の
が
で
き
一
昨
年
四
月

　
こ
と
し
は

　
　
大
雪
の

　
　
　
　
　
き
ざ
し

　
一
月
に
な
っ
て
か
ら
や
ま
ず

に
降
り
続
け
た
雪
は
、
十
日
現

在
す
で
に
二
米
三
十
糎
と
な
っ

た
。
暮
に
車
で
帰
省
し
た
出
稼

者
の
帰
り
は
徒
歩
で
、
車
は
そ

の
ま
ま
す
っ
ぽ
り
雪
に
埋
れ
て

雪
ど
け
ま
で
、
と
い
う
状
況
も

あ
る
。
過
去
十
力
年
の
積
雪
状

か
ら
、
車
両
台
数
五
台
以
上
の

事
業
所
に
管
理
者
を
設
置
し
、

な
ん
と
か
事
故
を
ふ
せ
ご
う
と

松
之
山
の
各
事
業
所
で
も
飲
酒

．
運
転
追
放
の
宣
言
を
行
な
う
な

ど
し
て
い
ま
す
。

（
各
年
一
月

況
は
次
の
と
お
り

十
日
現
在
）

　
㎝

39年　55
40年　95
41年210
42年350
43年153

34年100
35年128
36年155
37年160
38年　81

き
き

　
　
寒
さ
に
弱
い

　
　
　
　
脳
卒
中

脳
卒
中
の
発
生
は
一
月
が
最

る
と
小
谷
と
同
じ
く
ら
い
だ
。

つ
い
で
に
浦
田
と
く
ら
べ
た
ら

こ
こ
の
お
宮
さ
ん
は
浦
田
郵
便

局
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
。

　
上
え
び
池
、
下
え
び
池
の
い

わ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
か
み
に
は
か
み
の
え
び
池

し
も
に
は
し
も
の
え
び
池
．
が
あ

り
ま
し
た
。
今
で
も
七
の
中
か

ら
、
よ
し
が
出
て
来
ま
す
。
」

　
　
か
み
、
し
も
に
つ
い
て
は
わ

か
っ
た
が
、
　
「
え
び
」
池
と
い

　
う
の
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
部
落
の
全
人
口
の
う
ち
、
七

〇
才
以
上
の
人
口
の
割
合
い
が
．

一
こ
こ
は
町
内
で
第
三
位
に
な
る
ー

　
　
「
長
生
き
な
ん
で
す
ね
。
」

と
言
う
と
「
そ
れ
は
長
生
き
だ

『
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
年
よ

…
り
が
多
く
て
若
い
者
が
少
い
と

　
い
う
こ
と
な
ん
じ
や
な
い
か
」

と
の
こ
と
。

　
　
「
嫁
が
な
い
。
地
も
と
に
仕

事
が
な
い
の
で
出
か
せ
ぎ
で
若

　
い
者
が
半
年
や
ご
め
だ
。
以
前

　
は
出
か
せ
ぎ
は
な
か
っ
た
が
今

　
は
、
　
『
と
っ
つ
あ
』
ま
で
出
る

　」

高
で
す
。
寒
さ
と
完
全
に
平
行

し
て
い
ま
す
。

　
発
作
の
お
こ
る
機
会
は
い
ろ
一

い
ろ
で
す
が
、
外
出
先
や
帰
宅

直
後
に
お
こ
る
の
と
夜
便
所
↓

山をきり開き林業に励む部落

　　　　　一上えび池一

　
「
上
え
び
池
」
と
い
う
と
鹿
、

渡
へ
行
く
道
か
ら
、
ぐ
っ
と
登

る
の
で
、
す
ご
く
高
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
ら
「
浦

田
口
よ
り
低
い
く
ら
い
で
す
よ

」
と
い
う
こ
と
で
、
び
っ
く
り

し
た
。
な
る
程
、
地
図
で
調
べ

　
　
薬
の
運
搬
代
を

　
　
　
　
出
し
あ
っ
て

　
医
療
に
つ
い
て
は
、
冬
は
全

く
困
る
、
と
次
の
よ
う
に
訴
え
馳

た
。

　
　
「
冬
は
医
者
の
お
ぐ
り
む
か

・
え
が
困
り
ま
す
。
人
手
が
無
い

の
で
病
人
が
出
る
と
大
さ
わ
ぎ

で
す
。
坂
が
急
で
骨
が
折
れ
る

し
、
ワ
ヤ
が
心
配
で
す
。

　
薬
は
上
布
川
全
部
で
ま
と
め

　
一
人
い
く
ら
と
い
う
ふ
う
に
し

て
薬
の
運
搬
代
を
出
し
合
っ
て

い
ま
す
。
東
川
の
診
療
所
で
、

薬
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」

で
す
。
無
雪
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
」

「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
通
し
て
下

さ
い
。
」

ま
れ
な
い
ざ
ま
だ
。
経
営
が
こ

ん
な
で
は
農
休
日
を
作
っ
て
も

守
れ
な
い
一
と
深
刻
に
な
る
。

　
「
よ
そ
へ
出
ら
れ
る
人
は
む

し
ろ
い
い
の
だ
。
出
る
に
出
ら

灘
れ
な
い
人
が
い
る
。
あ
ら
い
ざ

ら
い
売
り
と
ば
し
て
も
二
百
万

か
ら
三
百
万
し
か
な
ら
ぬ
。
こ

れ
じ
や
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

手
づ
る
が
な
け
り
や
だ
め
だ
」

な
か
な
か
明
る
い
希
望
の
話
が

つ
ず
か
な
い
。

　
年
の
暮
と
も
な
れ
ば
、
何
か

と
経
費
が
か
さ
む
。
こ
の
秋
は

主
婦
た
ち
が
バ
ス
で
外
丸
の
土

方
工
事
に
通
っ
て
い
る
。

新
に
林
道
を

　
目
下
、
全
長
約
三
七
〇
〇
米

巾
四
米
の
林
道
を
新
た
に
切
り

開
い
て
、
い
ま
の
二
〇
町
歩
の

町
有
林
や
公
団
造
林
と
と
も
に

中
魚
沼
の
中
里
村
の
方
向
へ
植

林
を
ひ
ろ
げ
、
こ
の
部
落
の
農

林
業
の
一
大
拠
点
づ
く
り
に
し

た
い
と
人
々
は
期
待
し
て
、
い
る
。

地方色豊かなさいの神焼き（湯本で）

↓
に
立
っ
た
時
に
お
こ
る
の
が
．

比
較
的
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
寒
い
と
い
う
こ
と
自
体
よ

り
も
、
急
激
な
温
度
の
変
化
に

身
を
さ
ら
す
こ
と
が
い
け
な
い

の
で
す
。
危
険
を
さ
け
る
に
は

細
か
い
注
意
が
必
要
で
す
。

血
圧
や
動
脈
の
病
状
程
度
に
も

よ
り
ま
す
が
、
寒
い
日
、
こ
と

に
風
の
つ
よ
い
日
の
外
出
は
さ

け
た
ほ
う
が
無
難
で
す
。
入
浴

圃
出
稼
先
で
給
料
や
賞
与
を

支
払
わ
れ
る
と
き
に
所
得
税
の

源
泉
徴
収
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
源
泉
徴
収
と
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

圏
店
員
な
ど
使
用
人
を
雇
入

れ
、
給
料
な
ど
の
給
与
所
得
の

支
払
を
す
る
者
は
、
そ
の
者
に

支
払
う
給
料
等
に
つ
い
て
「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」

で
求
め
た
所
得
税
を
源
泉
徴
収

し
て
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
源

泉
徴
収
を
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
十
日
ま
で
に
所
轄
税
務

㎜
署
長
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問
『
源
泉
徴
収
の
手
続
で
所
得

税
額
が
少
な
く
な
る
そ
う
で
す

が
。閤

］
ま
ず
、
そ
の
年
最
初
の
給

与
支
払
日
の
前
日
ま
で
に
、
源

泉
徴
収
す
る
所
得
税
の
税
額
を

計
算
す
る
た
め
に
必
要
な
「
給

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

書
」
や
そ
の
年
最
後
の
給
与
支

払
日
の
前
日
ま
で
に
、
年
末
調

整
に
必
要
な
「
給
与
所
得
者
の

保
険
料
控
除
由
左
・
書
」
を
給
与

支
払
者
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
、
そ
の
提
出
さ
れ
た
申
告

書
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
給

　
の
支
払
や
年
末
調
整
を
行
な
い

ま
す
。

囮
扶
養
親
族
の
あ
る
方
は
、

　
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
普
通
の
短
期
出
稼
の

．
場
合
は
所
得
税
額
は
算
出
さ
れ

な
い
で
L
よ
う
。

も
、
寒
い
と
こ
ろ
で
裸
に
な
っ

て
お
ま
け
に
湯
か
げ
ん
を
と
と

の
え
る
の
に
時
間
を
と
っ
た
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
夜
は
し

び
ん
を
使
っ
て
下
さ
い
。
ご
婦

人
は
丹
前
を
用
意
し
て
下
さ
い
。

朝
目
が
さ
め
た
か
ら
と
い
っ
て

急
に
と
び
起
き
な
い
こ
と
。
興

ふ
ん
や
お
こ
る
こ
と
は
勿
論
禁

物
で
す
。
奨
藻
険
研
究
会
よ
り
）

出
稼
者
の

　
　
源
泉
徴
収
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

な
お
こ
の
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
は
税
務
署

に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

圃
源
護
で
覆
税
の
税

額
が
算
出
さ
れ
納
付
し
た
場
合

所
得
税
の
確
定
申
告
に
よ
っ
て

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
が
。

圏
そ
う
で
す
。
前
間
の
扶
義

親
族
の
あ
る
方
が
「
給
与
所
得

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提

出
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
源
泉

徴
収
の
所
得
税
の
税
額
が
算
出

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
年
の
最

後
の
給
与
を
支
払
っ
た
後
に
お

い
て
年
末
調
整
を
行
な
い
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
給
与
支
払
者

は
、
　
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
，

票
」
を
作
成
し
て
受
給
者
に
交

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

そ
の
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
」
を
家
族
に
送
付
し
、
他
の

所
得
（
農
業
所
得
等
）
と
と
も

に
三
月
十
五
日
ま
で
に
住
所
地

の
税
務
署
長
（
高
田
税
務
署
長

）
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
と
過
納
分
の
税
額
は

｝
鴨
櫛
鮮
の
墓
収
・

西
吾
は
必
ず
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
給
与
支
払

者
か
ら
受
取
っ
て
下
さ
い
。

鑛

　
松
之
山
地
す
べ
り
復
興
祭
記

念
に
刊
行
さ
れ
た
写
頁
集
「
松

之
山
地
す
べ
り
の
記
録
」
は
残

部
僅
少
と
な
り
ま
し
た
。
希
望

・
者
は
、
松
之
山
町
役
場
収
入
役

室
宛
お
申
込
下
さ
い
。
価
格
一

部
三
百
円
。
郵
送
も
穫

一88一


